
　

災
害
時
に
は
、
停
電
等
で
携
帯
電
話
が
繋

が
り
に
く
く
な
り
、
安
否
確
認
や
情
報
収
集

が
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
大
震
災
の
度
に
偽

情
報
が
拡
散
さ
れ
自
治
体
の
業
務
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
▼
熊
本
地
震
で
は
「
ラ
イ
オ

ン
が
放
た
れ
た
」
と
い
う
デ
マ
が
、
昨
年
の

能
登
半
島
地
震
で
は
虚
偽
の
救
援
要
請
に
よ

り
警
察
官
が
救
助
に
向
か
う
事
態
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
近
年
Ａ
Ｉ
の
悪
用
も
目
立
っ
て
お

り
悪
質
さ
は
増
し
て
い
る
▼
自
治
体
に
よ
っ

て
は
、
情
報
の
検
証
チ
ー
ム
や
Ａ
Ｉ
活
用
に

よ
る
対
策
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
様
子
。
し

か
し
、
膨
大
な
情
報
が
日
々
飛
び
交
う
現
代

社
会
に
お
い
て
、
最
早
受
け
手
側
が
情
報
の

真
偽
を
見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
不
安
を
感
じ
る
▼
災
害
時
に
限
ら
ず
、

昨
年
の
兵
庫
県
知
事
選
を
受
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の

偽
情
報
対
策
に
は
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

表
現
の
自
由
を
守
り
つ
つ
、
偽
情
報
の
違
法

を
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

よ
り
無
法
地
帯
と
化
す
だ
ろ
う
。
政
府
に
は

一
刻
も
早
く
対
処
し
て
も
ら
い
た
い
。�（
藤
）

奈
良
維
持
管
内
舗
装
修
繕
な
ど

奈
良
維
持
管
内
舗
装
修
繕
な
ど

一
般
競
争
８
件
落
札

一
般
競
争
８
件
落
札

奈良国道近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
が
３
月
５
日

開
札
し
た
一
般
競
争
入
札

８
件
は
次
の
通
り
落
札
し

た
。▼

奈
良
維
持
管
内
舗
装

修
繕
工
事
（
奈
良
市
他
）

＝
ガ
イ
ア
ー
ト
が
１
億
９

２
０
０
万
円
（
予
定
価
格

２
億
９
６
９
万
円
）
で
落

札
し
た
。
他
の
参
加
者
は

フ
ジ
タ
道
路
（
無
効
）、

前
田
道
路
、
協
和
道
路
、

地
崎
道
路
（
無
効
）、
大

成
ロ
テ
ッ
ク
、大
有
建
設
、

常
盤
工
業
、
戸
田
道
路
、

日
本
道
路
（
辞
退
）、
村

本
道
路
、東
亜
道
路
工
業
、

東
京
鋪
装
工
業（
無
効
）、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
、
金
下
建
設

（
無
効
）、
鹿
島
道
路
。
工

事
概
要
は
舗
装
工
１
式
、

標
識
工
１
式
、
区
画
線
工

１
式
、
構
造
物
撤
去
工
１

式
、
仮
設
工
１
式
。
工
期

１０
月
１６
日
（
落
札
者
が
設

定
し
た
実
工
事
期
間
）。

▼
橿
原
維
持
管
内
舗
装

修
繕
工
事
（
香
芝
市
他
）

＝
大
成
ロ
テ
ッ
ク
が
１
億

６
５
７
０
万
円
（
予
定
価

格
１
億
８
２
１
６
万
円
）

で
落
札
し
た
。
他
の
参
加

者
は
フ
ジ
タ
道
路
（
無

効
）、
前
田
道
路
、
協
和

道
路
、地
崎
道
路（
無
効
）、

奈
良
県
中
和
公
園
事
務

所
は
、「
竜
田
公
園
堂
山

園
地
法
面
工
事
（
補
助
都

市
計
画
公
園
事
業（
防
災
・

中
和
公
園

３月２５日まで参加受付３月２５日まで参加受付
竜田公園堂山園地法面工事竜田公園堂山園地法面工事

大
有
建
設
、
常
盤
工
業
、

戸
田
道
路（
無
効
）、
日
本

道
路（
辞
退
）、村
本
道
路
、

東
亜
道
路
工
業
、
東
京
鋪

装
工
業
（
無
効
）、
ガ
イ

ア
ー
ト
（
無
効
）、
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
、
金
下
建
設
（
無

効
）、
鹿
島
道
路
。
工
事

概
要
は
舗
装
工
１
式
、
区

画
線
工
１
式
、
構
造
物
撤

去
工
１
式
、仮
設
工
１
式
。

工
期
１０
月
２
日（
前
同
）。

▼
大
和
御
所
道
路
橿
原

高
田
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋
（
Ｏ

Ｎ
Ｐ
２
）下
部
他
工
事（
橿

原
市
雲
梯
町
～
新
堂
町
）

＝
中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
１
億
８
７
０
万
円

（
予
定
価
格
１
億
１
９
２

４
万
円
）
で
落
札
し
た
。

他
の
参
加
者
は
村
本
道
路

（
辞
退
）、
松
塚
建
設
（
無

効
）、
オ
ー
テ
ッ
ク
（
辞

退
）、キ
タ
ム
ラ（
辞
退
）、

上
村
組
、中
尾
組（
辞
退
）、

城
内
組（
無
効
）、
山
上
組

（
無
効
）、清
川
組（
無
効
）、

田
原
建
設
、鳳
隆
建
設（
辞

退
）。
工
事
概
要
は
Ｒ
Ｃ

橋
脚
工
１
式
、
擁
壁
工
１

式
、
仮
設
工
１
式
。
工
期

１０
月
２７
日
（
前
同
）。

▼
国
道
２４
号
五
條
地
区

舗
装
工
事
（
五
條
市
本
町

～
上
野
町
）
＝
村
本
道
路

が
１
億
２
７
３
０
万
円

（
予
定
価
格
１
億
３
９
６

６
万
円
）
で
落
札
し
た
。

他
の
参
加
者
は
フ
ジ
タ
道

路
、前
田
道
路
（
辞
退
）、

協
和
道
路
、地
崎
道
路（
無

効
）、大
成
ロ
テ
ッ
ク
（
無

効
）、
大
有
建
設
、
常
盤

工
業
、戸
田
道
路（
無
効
）、

日
本
道
路
（
辞
退
）、
東

亜
道
路
工
業
、
東
京
鋪
装

工
業
（
無
効
）、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
、金
下
建
設（
無
効
）。

工
事
概
要
は
道
路
土
工
１

式
、
舗
装
工
１
式
、
縁
石

工
１
式
、区
画
線
工
１
式
、

構
造
物
撤
去
工
１
式
、
仮

設
工
１
式
。
工
期
１０
月
３１

日
（
前
同
）。

▼
大
和
御
所
道
路
橿
原

高
田
Ｉ
Ｃ
北
側
接
続
部
舗

装
工
事
（
大
和
高
田
市
勝

目
～
出
）
＝
フ
ジ
タ
道
路

が
１
億
７
７
０
０
万
円（
予

定
価
格
１
億
９
４
４
７
万

円
）
で
落
札
し
た
。
他
の

参
加
者
は
世
紀
東
急
工
業

（
辞
退
）、
前
田
道
路
（
辞

退
）、
協
和
道
路
、
地
崎

道
路
、
大
成
ロ
テ
ッ
ク
、

大
有
建
設
、常
盤
工
業（
無

効
）、戸
田
道
路
、日
本
道

路
（
辞
退
）、
東
亜
道
路

工
業
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
、
金

下
建
設
（
無
効
）。
工
事

概
要
は
舗
装
工
１
式
、
区

画
線
工
１
式
、
道
路
付
属

施
設
工
１
式
、
橋
梁
付
属

物
工
１
式
、仮
設
工
１
式
。

工
期
１２
月
１９
日（
前
同
）。

▼
大
和
北
道
路
専
用
部

高
架
橋
（
Ｐ
２１
）
改
良
工

事
（
大
和
郡
山
市
下
三
橋

町
）
＝
山
上
組
が
１
億
６

２
０
０
万
円
（
予
定
価
格

１
億
７
４
９
１
万
円
）
で

落
札
し
た
。
他
の
参
加
者

は
松
塚
建
設
（
辞
退
）、

オ
ー
テ
ッ
ク
（
辞
退
）、

中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、中
尾
組
、城
内
組
（
無

効
）、森
下
組
、清
川
組（
無

効
）、
田
原
建
設
、
鳳
隆

建
設
。
工
事
概
要
は
Ｒ
Ｃ

橋
脚
工
（
場
所
打
杭
工
）

１
式
、
迂
回
路
工
１
式
、

構
造
物
撤
去
工
１
式
、
仮

設
工
１
式
。
工
期
１１
月
２５

日
（
前
同
）。

▼
長
殿
道
路
１
号
橋
上

部
工
仮
桟
橋
工
事
（
十
津

川
村
長
殿
）
＝
檜
尾
建
設

が
２
億
１
５
８
８
万
円

（
予
定
価
格
２
億
２
４
４

４
万
円
）
で
落
札
し
た
。

参
加
者
は
檜
尾
建
設
の

み
。
工
事
概
要
は
仮
設
工

１
式
。工
期
１２
月
２６
日（
前

同
）。▼奈

良
国
道
事
務
所
管

内
交
通
遮
断
機
設
備
他
設

置
工
事
（
奈
良
市
左
京
～

五
條
市
釜
窪
町
）
＝
ほ
く

つ
う
が
１
億
７
６
５
０
万

円
（
予
定
価
格
１
億
９
２

０
５
万
円
）で
落
札
し
た
。

他
の
参
加
者
は
コ
ー
ヨ
ー

通
信
工
事
（
辞
退
）、
日

本
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ツ
ク
シ

ス
テ
ム
ズ
、
松
田
電
気
工

業
（
無
効
）、
ア
レ
イ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
近
畿

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
、
関
西

シ
グ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
無

効
）④
道
路
防
災
設
備（
機

器
単
体
）
１
式
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
設
備
（
機
器
単
体
）
１

式
、
工
場
製
作
工
１
式
、

道
路
防
災
設
備
工
１
式
、

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備
工
１
式
、

シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
１
式
、
工
場
製

品
輸
送
工
１
式
、
仮
設
工

１
式
。
工
期
８
年
２
月
２７

日
（
前
同
）。

長
殿
道
路
１
号
橋
仮
桟
橋
は
檜
尾
建
設

長
殿
道
路
１
号
橋
仮
桟
橋
は
檜
尾
建
設

安
全
交
付
金
）（
国
補
正
）

他
）
第
繰
７
１
２
補
―
１

他
号
」
に
総
合
評
価
落
札

方
式
一
般
競
争
入
札
を
適

用
し
て
３
月
１３
日
に
公
告

し
た
。
入
札
参
加
申
込
書

を
３
月
２５
日
ま
で
、
入
札

書
・
入
札
金
額
の
内
訳
書

及
び
低
入
札
価
格
調
査
意

向
確
認
書
を
３
月
３１
日
～

４
月
４
日
に
受
け
付
け
て

４
月
１０
日
に
開
札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
土
木
工

事
業
の
特
定
建
設
業
許
可

▽
土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ

等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を

含
む
）
▽
建
設
業
法
に
基

づ
く
土
木
工
事
業
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
が
県

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
。

工
事
場
所
は
斑
鳩
町
龍

田
南
・
稲
葉
車
瀬
。
工
事

概
要
は
工
事
延
長
５８
・
０

㍍
、
高
強
度
ネ
ッ
ト
工
２

２
２
平
方
㍍
、
鉄
筋
挿
入

工
９０
本
、
密
着
型
安
定
ネ

ッ
ト
工
７２
平
方
㍍
、
根
固

め
工
（
岩
接
着
工
）
２
ヵ

所
、も
た
れ
式
擁
壁
工
５
・

７
㍍
。
設
計
は
三
井
共
同

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

担
当
。
工
期
１１
月
２８
日
。

設
計
金
額
８
７
６
８
万
９

８
０
０
円
込
。
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オ
リ
コ
ン
Ｊ
Ｖ
で
進
む

オ
リ
コ
ン
Ｊ
Ｖ
で
進
む

都
市
再
生
機
構

家
畜
保
健
衛
生
所
の
再
編
整
備

家
畜
保
健
衛
生
所
の
再
編
整
備

県 畜 産 課奈
良
県
食
農
部
畜
産
課

は
、「
奈
良
県
家
畜
保
健

衛
生
所
再
編
整
備
基
本
構

想
作
成
業
務
」
の
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い

て
、
２
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
参
加
表
明
書
と
技
術
提

案
書
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
審
査
、
都
市
・
計
画
・

設
計
研
究
所
（
Ｕ
Ｒ
〈
イ

タ
リ
ア
語
で
都
市
計
画
家

達
を
意
味
す
る
ウ
ル
バ
ニ

ス
テ
ィ
コ
〉）
奈
良
事
務

所
（
平
群
町
光
ヶ
丘
１
丁

目
１１
番
１９
号
）
を
１
０
０

点
満
点
中
７１
点
の
最
高
得

点
で
受
託
者
に
特
定
し
た
。

１０
月
１６
日
公
告
分
、
１０

月
３１
日
再
公
告
分
、
さ
ら

に
１２
月
２４
日
再
々
公
告
分

は
い
ず
れ
も
表
明
書
の
提

出
者
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
中
止
と
し
た
経
緯
が
あ

り
、
４
回
目
の
公
募
で
委

託
事
業
者
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

業
務
は
、
家
畜
保
健
衛

生
所
業
務
第
一
課
及
び
業

務
第
二
課
の
機
能
の
統
合

及
び
建
替
を
検
討
し
、
業

Ｕ
Ｒ
を
受
託
者
に
特
定

Ｕ
Ｒ
を
受
託
者
に
特
定

今
夏
ま
で
に
基
本
構
想
を
策
定

今
夏
ま
で
に
基
本
構
想
を
策
定

独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
西
日
本
支
社
は
、

集
約
型
の
団
地
再
生
事
業

を
進
め
て
い
る
中
登
美
第

三
団
地
と
そ
の
周
辺
エ
リ

ア
の
整
備
敷
地
及
び
セ
ン

タ
ー
街
区
を
対
象
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
エ
リ

ア
価
値
向
上
に
資
す
る
整

備
敷
地
の
活
用
方
法
を
検

討
す
る
。

総
合
評
価
方
式
一
般
競

争
入
札
「
団
地
再
生
事
業

に
お
け
る
団
地
活
性
化
に

向
け
た
土
地
利
用
検
討
業

務
」
に
よ
り
、
８
０
０
万

円
（
予
定
価
格
８
１
７
万

円
）
で
落
札
し
た
Ｕ
Ｒ
リ

ン
ケ
ー
ジ
（
東
京
都
江
東

区
東
陽
２
―
４
―
２４
）
に

業
務
を
委
託
し
た
。
参
加

は
同
社
の
み
。
担
当
は
ス

ト
ッ
ク
事
業
推
進
部
事
業

第
３
課
（
電
話
０
６
―
４

７
９
９
―
１
１
７
９
）。

団地再生活性化土地利用検討団地再生活性化土地利用検討

ＵＲリンケージに業務を委託ＵＲリンケージに業務を委託
中登美第三団地で中登美第三団地で

近畿技術
事 務 所

大和川河川

支
保
パ
タ
ー
ン
判
定
基
準
の
明
確
化

支
保
パ
タ
ー
ン
判
定
基
準
の
明
確
化

大
和
川
河
川
管
理
施
設
監
理
検
討

大
和
川
河
川
管
理
施
設
監
理
検
討

ト
ン
ネ
ル
工
事
岩
判
定
資
料
ま
と
め

ト
ン
ネ
ル
工
事
岩
判
定
資
料
ま
と
め

４
月
４
月
１４１４
日
ま
で
提
案
受
付

日
ま
で
提
案
受
付

近
畿
地
方
整
備
局
近
畿

技
術
事
務
所
は
、
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
ト

ン
ネ
ル
工
事
岩
判
定
資
料

と
り
ま
と
め
業
務
」
に
つ

い
て
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
・
近
畿
建

設
協
会
Ｊ
Ｖ
（
大
阪
市
北

区
中
之
島
３
―
２
―
１８
住

友
中
之
島
ビ
ル
）
と
２
１

６
８
万
１
０
０
０
円
込

（
予
定
価
格
と
同
額
）
で

契
約
を
締
結
し
て
委
託

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
は
、
簡
易

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

適
用
し
て
３
月
１１
日
に
公

示
し
た
「
大
和
川
河
川
管

理
施
設
監
理
検
討
業
務
」

お
こ
と
わ
り

　

２０
日
が
祝
日
の
た
め
、

本
紙
は
２０
日
付
を
休
刊
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

建
設
新
報
社

務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立

案
、 

防
疫
衛
生
上
適
切
な

平
面
図
及
び
施
設
配
置
等

の
作
成
、
建
替
候
補
地
案

の
作
成
及
び
絞
り
込
み
並

び
に
地
元
及
び
関
係
者
向

け
資
料
の
作
成
等
を
行
う

も
の
。
委
託
料
上
限
額
９

３
０
万
６
０
０
０
円
込
を

限
度
と
す
る
。
委
託
期
間

７
月
３１
日
（
中
間
報
告
５

月
１６
日
ま
で
）。
９
月
補

正
予
算
で
家
畜
保
健
衛
生

所
再
編
整
備
検
討
事
業
と

し
て
１
４
３
０
万
円
を
新

た
に
計
上
し
た
。

家
畜
保
健
衛
生
所
業
務

第
一
課
（
大
和
郡
山
市
筒

井
町
６
０
０
―
３
）
及
び

家
畜
保
健
衛
生
所
業
務
第

二
課
（
御
所
市
南
十
三
１

５
２
―
１
）
の
建
物
の
老

朽
化
が
進
行
す
る
と
と
も

に
、
建
物
の
耐
震
性
が
低

い
こ
と
か
ら
改
修
等
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
３０
年
以
降

に
国
内
で
豚
熱
感
染
地
域

が
拡
大
し
て
い
る
の
に
加

え
、
令
和
４
年
度
に
は
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
全
国
的
に
多
発
し

た
。
今
後
も
警
戒
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お

り
、
よ
り
衛
生
的
な
施
設

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
現
行
の
施
設
で
は

ダ
ー
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
と
ク

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
の
動
線
が

交
差
し
、
感
染
を
拡
大
さ

せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
建
物
の
配
置
か
ら
根

本
的
に
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
業
務
は
、
以
上
の

課
題
を
改
善
す
る
た
め
家

畜
保
健
衛
生
所
業
務
第
一

課
及
び
第
二
課
の
機
能
の

統
合
及
び
建
替
を
検
討
す

る
こ
と
が
目
的
。
家
畜
保

健
衛
生
所
に
お
け
る
現
状

の
課
題
を
整
理
し
た
う
え

で
基
本
構
想
作
成
に
係
る

業
務
を
実
施
す
る
。
打
合

せ
協
議
等
は
原
則
２
週
間

に
１
回
以
上
県
と
の
定
期

的
な
協
議
を
行
う
。

▽
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
立
案
＝
業
務
完
了
ま
で

に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
等
を
洗
い
出
し
、

そ
れ
ら
の
業
務
に
要
す
る

期
間
の
推
計
及
び
実
施
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
る
時
期

の
想
定
。

▽
建
物
の
施
設
配
置
等

の
作
成
＝
①
簡
易
な
建
物

の
平
面
及
び
立
面
ポ
ン
チ

絵
等
の
作
成
②
防
疫
衛
生

上
適
切
な
建
物
の
施
設
配

置
等
の
作
成
。

▽
建
替
候
補
地
の
絞
り

込
み
＝
①
候
補
地
案
と
し

て
３
～
５
案
程
度
を
作
成

②
候
補
地
案
の
土
地
利
用

に
係
る
関
係
法
令
と
規
制

状
況
及
び
費
用
等
の
調
査

③
候
補
地
案
の
メ
リ
ッ
ト

及
び
デ
メ
リ
ッ
ト
の
整
理

④
候
補
地
案
の
絞
り
込
み

及
び
精
査
。

▽
地
元
及
び
関
係
者
向

け
資
料
の
作
成
＝
候
補
地

及
び
施
設
概
要
と
業
務
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

の
資
料
の
作
成
。

す
で
に
２
ヵ
所
の
家
畜

保
健
衛
生
所
に
係
る
境
界

確
定
業
務
を
第
一
課
は
椿

登
記
測
量
事
務
所
、
第
二

課
は
北
澤
登
記
測
量
事
務

所
に
委
託
し
て
い
る
。
業

務
は
関
連
す
る
書
類
及
び

現
地
の
調
査
を
行
い
隣
地

所
有
者
と
の
境
界
画
定
に

係
る
諸
業
務
。
委
託
期
間

３
月
２１
日
。

第
一
課
と
第
二
課
の
機
能
を
統
合

第
一
課
と
第
二
課
の
機
能
を
統
合

建
替
候
補
地
案
の
作
成
と
絞
込
み

建
替
候
補
地
案
の
作
成
と
絞
込
み

し
、業
務
を
進
め
て
い
る
。

業
務
は
、
近
畿
地
方
整

備
局
管
内
に
お
け
る
施
工

中
の
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て

切
羽
評
価
の
バ
ラ
ツ
キ
を

無
く
す
こ
と
及
び
支
保
パ

タ
ー
ン
判
定
基
準
の
明
確

化
を
目
的
と
し
、
岩
判
定

実
施
に
当
た
り
、
主
任
監

督
員
に
第
三
者
の
岩
判
定

員
（
ト
ン
ネ
ル
経
験
豊
か

な
技
術
者
）を
同
行
さ
せ
、

岩
判
定
を
行
う
た
め
の
助

言
・
指
導
を
行
う
に
当
た

り
、
不
測
の
事
態
が
生
じ

た
場
合
に
ト
ン
ネ
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
学
識
経
験
者
）

の
緊
急
診
断
に
同
行
し
、

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る

も
の
。
ま
た
、「
ト
ン
ネ

ル
地
山
等
級
判
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
試
行
案
）
平
成
２８

年
７
月
近
畿
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
工
事
課
」
の

更
新
、
遠
隔
地
岩
判
定
仕

様
書
（
案
）
の
策
定
及
び

ト
ン
ネ
ル
切
羽
評
価
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
判
定
の
妥
当
性

検
証
を
行
う
。

主
な
業
務
内
容
は
①
ト

ン
ネ
ル
工
事
岩
判
定
１
式

②
ト
ン
ネ
ル
工
事
岩
判
定

診
断
資
料
作
成
１
式
③
ト

ン
ネ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
学
識
経
験
者
等
）
に
よ

る
緊
急
診
断
１
式
④
ト
ン

ネ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

の
運
営
補
助
及
び
資
料
作

成
１
式
⑤
「
ト
ン
ネ
ル
地

山
等
級
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
試
行
案
）」
の
更
新
１
式

⑥
遠
隔
地
岩
判
定
仕
様

（
案
）
の
策
定
１
式
⑦
ト

ン
ネ
ル
切
羽
評
価
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
判
定
の
妥
当
性
に

関
す
る
検
証
１
式
。
委
託

期
間
８
月
２９
日
。

技
術
提
案
書
の
提
出
希

望
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
申
請
期
間
内
に
２１
者

か
ら
入
札
説
明
書
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
な
さ
れ
、

そ
の
う
ち
１
者
か
ら
参
加

表
明
書
の
提
出
が
あ
り
、

参
加
資
格
を
有
す
る
そ
の

１
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
技

術
提
案
書
を
評
価
し
た
結

果
、
１
０
０
点
満
点
中
７８

点
で
適
切
な
提
案
と
認
め

ら
れ
た
た
め
契
約
の
相
手

方
と
し
た
も
の
。

に
係
る
技
術
提
案
書
を
４

月
１４
日
正
午
ま
で
受
け
付

け
る
。
参
加
表
明
書
の
提

出
と
説
明
書
等
の
交
付
は

３
月
１９
日
正
午
ま
で
実
施

す
る
。

業
務
は
、
河
川
の
維
持

管
理
を
適
切
か
つ
適
正
に

遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
堤
防
な
ど
河
川
管

理
施
設
や
河
道
の
点
検
結

果
等
の
状
態
把
握
結
果
を

も
と
に
変
状
等
を
評
価

し
、
変
状
等
が
進
行
す
る

可
能
性
や
河
川
管
理
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討

し
、
河
川
が
有
す
べ
き
治

水
上
の
機
能
確
保
に
必
要

な
修
繕
等
を
効
率
的
・
効

果
的
に
実
施
す
る
た
め
の

修
繕
計
画
等
の
作
成
を
行

う
も
の
。
ま
た
、
巡
視
結

果
等
を
収
集
・
分
析
し
、

重
要
な
事
案
を
抽
出
し
て

と
り
ま
と
め
、
河
川
管
理

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
等

の
作
成
を
行
う
。

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
７
・

８
年
度
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
参
加
資
格
の
定
期

受
付
の
受
付
期
間
中
に
お

い
て
希
望
業
種
を
土
木
関

係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
と
し
て
申
請
し
て
い

る
こ
と
―
な
ど
。
申
込
先

及
び
交
付
場
所
は
総
務
事

務
セ
ン
タ
ー
大
阪
分
室

（
電
話
０
７
２
―
８
４
３

―
６
５
９
１
）。

主
な
業
務
内
容
は
①
計

画
準
備
１
式
②
河
川
の
状

態
把
握
１
式
③
巡
視
結
果

報
告
書
案
の
検
討
１
式
④

河
川
管
理
施
設
監
理
案
の

作
成
１
式
⑤
現
地
確
認
１

式
⑥
河
川
カ
ル
テ
更
新
、

工
事
履
歴
の
更
新
の
補
助

１
式
⑦
出
水
時
対
応
１
式

⑧
合
同
現
地
確
認
１
式
⑨

報
告
書
作
成
１
式
。
委
託

期
間
８
年
５
月
２９
日
。

業
務
は
①
団
地
及
び
周

辺
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
、
エ
リ
ア
価
値
向
上

に
資
す
る
整
備
敷
地
の
活

用
方
法
の
検
討
・
提
案
業

務
②
団
地
及
び
周
辺
地
域

の
取
組
み
等
に
お
け
る
情

報
収
集
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
に

向
け
た
業
務
③
そ
の
他
検

討
に
必
要
と
な
る
資
料
作

成
等
。
委
託
期
間
８
年
４

月
３０
日
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が

急
速
に
進
展
す
る
中
で
、

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
多
様
な
活
用
を
通
し
た

多
世
代
が
生
き
生
き
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
住
ま

い
・
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
多
世
代
の
住
人
の
交
流

活
動
を
促
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
帰
属
意
識
を
持
て
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
人
が
集

ま
る
賑
わ
い
の
場
の
創
出

が
必
要
。

こ
の
業
務
で
は
、
集
約

型
の
団
地
再
生
事
業
を
推

進
中
の
モ
デ
ル
団
地
に
お

い
て
、
将
来
的
に
活
用
す

る
整
備
敷
地
と
繋
が
る
団

地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
間

を
活
用
し
た
人
が
集
ま
る

賑
わ
い
の
場
に
つ
い
て
、

継
続
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
維
持
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
収
集
・
方
策
検
討
・

実
施
に
向
け
た
実
証
実
験

等
を
行
い
、
得
ら
れ
た
知

見
を
元
に
団
地
及
び
周
辺

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
と
エ
リ
ア
価
値
向
上
に

資
す
る
整
備
敷
地
の
活
用

方
法
の
検
討
・
提
案
を
目

的
と
す
る
。
業
務
内
容
は

次
の
通
り
。

【
団
地
及
び
周
辺
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、

エ
リ
ア
価
値
向
上
に
資
す

る
整
備
敷
地
の
活
用
方
法

の
検
討
・
提
案
業
務
】

地
域
住
民
（
団
地
居
住

者
や
周
辺
住
民
、
地
元
就

業
・
活
動
者
等
）
と
の
対

話
、
エ
リ
ア
統
計
・
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
分
析
を
通
し

た
整
備
敷
地
及
び
団
地
内

空
間
（
セ
ン
タ
ー
街
区
）

に
望
ま
れ
る
活
用
ニ
ー
ズ

の
調
査
と
活
用
コ
ン
セ
プ

ト
の
検
討
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え

で
の
整
備
敷
地
（
約
１
万

５
０
０
０
平
方
㍍
）
の
土

地
利
用
計
画
の
提
案
及
び

整
備
に
向
け
た
事
業
・
運

営
ス
キ
ー
ム
の
検
討
（
整

備
敷
地
に
隣
接
す
る
公
園

や
団
地
内
に
あ
る
商
業
施

設
等
と
の
関
係
性
を
考
慮

す
る
）。

検
討
を
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
の
課
題
抽
出
（
開

発
条
件
、
イ
ン
フ
ラ
引
き

込
み
先
等
）。
以
上
を
踏

ま
え
土
地
利
用
計
画
図

（
配
置
図
、
外
構
図
、
断

面
図
）を
２
案
策
定
す
る
。

【
前
項
ま
で
の
提
案
に

向
け
て
、
整
備
敷
地
の
活

用
を
視
野
に
、
モ
デ
ル
団

地
お
よ
び
周
辺
地
域
の
取

組
み
等
に
お
け
る
情
報
収

集
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
に
向
け

た
業
務
】

履
行
期
間
中
に
モ
デ
ル

団
地
内
及
び
周
辺
で
実
施

さ
れ
る
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
人
流
調
査

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び

地
域
住
民
（
団
地
居
住
者

や
周
辺
住
民
、近
隣
施
設
・

活
動
者
等
）
へ
の
意
向
調

査
を
企
画
し
て
実
施
す

る
。地

域
交
流
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
い
て
団
地
内
で
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
時
に
合
わ

せ
た
人
の
交
流
を
促
し
、

人
が
集
ま
る
賑
わ
い
の
場

の
創
出
に
向
け
た
実
証
実

験
を
企
画
し
て
運
営
す
る
。

団
地
内
の
活
性
化
に
向

け
て
協
力
可
能
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

発
掘
に
向
け
た
情
報
収

集
。以
上
の
評
価
と
検
証
、

今
後
の
展
開
検
討
。

【
そ
の
他
検
討
に
必
要

と
な
る
資
料
作
成
等
】

内
外
関
係
者
等
へ
の
説

明
資
料
、打
合
せ
議
事
録
、

そ
の
他
機
構
の
指
示
に
よ

る
資
料
作
成
。
検
討
に
係

る
機
構
と
の
打
合
せ
。

整
備
敷
地
約
１
・
５
㌶
の

整
備
敷
地
約
１
・
５
㌶
の

土
地
利
用
計
画
提
案
な
ど

土
地
利
用
計
画
提
案
な
ど
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か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



一
般
会
計
１
１
０
億
１
０
０
０
万
円

一
般
会
計
１
１
０
億
１
０
０
０
万
円

県
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど

県
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど

斑 鳩 町

五
條
市
の
令
和
７
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
３
０

２
億
７
２
８
４
万
４
０
０

０
円
で
対
前
年
度
比
２
・

９
％
減
。
内
訳
は
一
般
会

計
２
０
３
億
万
円
（
８
・

２
％
増
）、
特
別
会
計
８６

億
８
７
８
０
万
円
（
０
・

９
％
減
）、
水
道
事
業
会

計
皆
減
、
下
水
道
事
業
会

計
１２
億
８
５
０
４
万
４
０

０
０
円
（
６４
・
９
％
減
）。

一
般
会
計
の
う
ち
普
通
建

設
事
業
費
は
１６
億
５
３
３

９
万
３
０
０
０
円
（
２８
・

３
％
増
）。
建
設
関
係
の

主
な
事
業
（
▼
は
新
規
）

は
次
の
通
り
（
単
位
千

円
）。

【
子
ど
も
を
育
て
た
い

ま
ち
を
つ
く
る
】

令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

五 條 市

一
般
会
計
２
０
３
億
円

一
般
会
計
２
０
３
億
円

斑
鳩
町
の
令
和
７
年
度

当
初
予
算
案
は
一
般
会
計

１
１
０
億
１
０
０
０
万
円

で
前
年
度
比
３
・
１
％
の

減
と
な
っ
た
。
主
に
法
隆

寺
門
前
広
場
の
整
備
や
県

と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
公
営
住
宅

の
解
体
撤
去
等
を
実
施
す

る
。
建
設
関
係
の
主
な
事

業
（
▼
は
新
規
）
は
次
の

通
り
（
単
位
千
円
）。

▽
学
校
環
境
改
善
事
業

（
１
３
９
、
８
５
７
）
＝

①
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工

事（
牧
野
小
学
校
）（
３
１
、

１
８
８
）
②
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
工
事
（
五
條
小
学

校
）（
６
２
、
８
０
４
）
③

中
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ

ン
設
置
工
事
設
計
業
務

（
五
條
東
中
学
校
、
五
條

西
中
学
校
）（
３
、２
５
６
）

④
中
学
校
特
別
教
室
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
（
五
條
中

学
校
）（
２
３
、
１
４
４
）

⑤
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
リ
ー

ス
（
市
内
全
小
・
中
・
高

等
学
校
）（
６
、８
９
８
）。

【
安
心
し
て
定
住
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る
】

▽
防
災
拠
点
施
設
関
連

経
費
・
陸
上
自
衛
隊
駐
屯

地
誘
致
推
進
事
業
（
１
、

２
２
５
）。

▼
消
防
施
設
整
備
事
業

＝
①
阪
本
消
防
格
納
庫
解

体
・
新
築
計
画
に
係
る
設

計
業
務
（
４
、
７
３
９
）

②
北
宇
智
地
区
消
防
団
車

両
格
納
庫
新
築
工
事
・
監

督
業
務（
２
６
、２
４
６
）。

▼
防
災
・
災
害
等
対
応

施
設
整
備
事
業
（
４
４
、

５
３
１
）
＝
防
災
倉
庫
の

建
設
①
建
築
設
計
業
務
委

託
料
（
９
、
３
５
０
）
②

測
量
業
務
委
託
料
（
３
、

９
７
１
）
③
地
質
調
査
業

務
委
託
料
（
１
０
、
０
６

５
）
④
用
地
購
入
費
（
２

１
、
１
１
５
）。

▽
空
き
家
対
策
事
業

（
５
、
７
６
１
）
＝
空
き

家
の
利
活
用
に
よ
る
移
住

定
住
を
促
進
す
る
た
め
空

き
家
相
談
窓
口
・
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
等
の
充
実
を

推
進
。

▽
地
籍
調
査
整
備
事
業

（
５
３
、１
５
４
）＝
岡
町
、

御
山
町
、
野
原
東
６
・
７

丁
目
、
中
町
、
大
津
町
。

▽
住
宅
・
建
築
物
安
全

ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
（
１

０
、５
０
６
）
＝
①
住
宅
・

建
築
物
耐
震
診
断
委
託
料

（
１
、
０
０
０
）
②
木
造

住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助

金
（
２
、
３
０
０
）
③
五

條
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

策
定
業
務（
７
、１
２
４
）

④
家
屋
所
有
者
等
へ
の
啓

発
経
費
（
８２
）。

▽
公
園
施
設
長
寿
命
化

対
策
事
業
（
４
２
、
０
０

０
）
＝
都
市
公
園
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
優
先
順

位
を
つ
け
て
遊
具
を
更

新
。
７
年
度
は
岡
第
４
号

児
童
公
園
、
須
恵
児
童
公

園
、
西
児
童
公
園
。

▽
上
野
公
園
改
修
整
備

事
業
（
７
４
、
８
１
０
）

＝
第
８５
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
向
け
て
野
球
場
施

設
を
改
修
①
整
備
測
量
設

計
業
務
委
託
料
（
１
０
、

０
０
０
）②
施
設
工
事（
６

４
、
８
１
０
）
７
年
度
は

野
球
場
フ
ェ
ン
ス
防
護
マ

ッ
ト
設
置
。

▽
市
営
住
宅
空
家
修
繕

事
業
（
１
６
、２
０
０
）。

▽
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ

ク
総
合
改
善
事
業
（
９
、

１
０
８
）
＝
５
年
度
に
改

定
し
た
「
五
條
市
市
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
い
て
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
（
国
庫
１
／

２
補
助
）
を
活
用
し
た
市

営
住
宅
の
改
修
・
耐
久
工

事
を
実
施
し
、
建
物
の
長

寿
命
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る

①
外
壁
等
改
修
工
事
設
計

業
務
（
３
、
６
５
２
）（
豊

国
住
宅
・
新
日
之
出
住
宅
・

新
上
之
島
住
宅
）
②
向
加

名
生
団
地
屋
根
改
修
工
事

（
５
、
４
５
６
）。

▼
川
と
ふ
れ
合
う
空
間

づ
く
り
事
業
（
１
８
０
、

２
１
５
）
＝
吉
野
川
・
二

見
地
区
周
辺
の
活
性
化
及

び
賑
わ
い
創
出
の
た
め
地

域
住
民
や
地
域
団
体
と

国
・
市
が
連
携
し
て
取
り

組
み
、
地
域
資
源
の
新
た

な
可
能
性
を
発
掘
し
、
さ

ら
な
る
地
域
の
活
性
化
を

促
す
。「
二
見
地
区
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
が
昨

年
８
月
に
国
の
登
録
。
用

地
購
入
等
。

▽
水
道
企
業
団
繰
出
金

（
１
１
５
、
９
１
２
）。

▽
下
水
道
事
業
繰
出
金

（
３
８
６
、
８
５
２
）。

【
地
域
資
源
を
活
か
し

た
産
業
の
ま
ち
を
つ
く

る
】▽

湯
川
残
土
処
分
地
整

備
事
業（
１
５
、３
４
５
）

＝
跡
地
利
用
で
き
る
状
態

に
し
て
地
権
者
へ
返
還
。

▽
鳥
獣
対
策
事
業
（
９

３
、
１
０
８
）
＝
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
電

気
柵
・
金
網
柵
の
設
置
並

び
に
捕
獲
事
業
。

▽
森
林
整
備
事
業
（
１

６
５
、
６
３
０
）
＝
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

森
林
整
備
・
木
材
利
用
の

推
進
等
。

▽
林
道
整
備
事
業
（
１

６
、
８
９
５
）
＝
林
道
の

基
盤
整
備
及
び
施
設
の
維

持
強
化
の
た
め
林
道
の
改

良
並
び
に
林
道
橋
の
点
検

等
を
実
施
。

▽
企
業
誘
致
等
促
進
事

業
（
４
１
、
８
０
１
）。

▽
に
ぎ
わ
い
広
場
整
備

事
業
（
５
、
８
８
０
）
＝

に
ぎ
わ
い
広
場
に
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
設
置
し
、
屋
外

休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
時
の
舞
台
と
し
て
活
用

し
て
来
庁
者
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
。

▼
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
・
庁
舎
跡
地
整
備
事

業
（
２
９
２
、
５
１
１
）

＝
市
と
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
・
奈
良
交
通
・
南
都
銀

行
が
協
力
し
、
公
民
が
連

携
し
て
中
心
市
街
地
に
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め

（
仮
称
）
市
民
交
流
施
設

の
基
本
計
画
の
策
定
と
基

本
・
実
施
設
計
を
行
う
①

基
本
・
実
施
設
計
負
担
金

（
２
８
２
、
５
９
０
）
②

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
基
本

計
画
策
定
業
務
委
託
料

（
６
、
８
０
０
）
③
庁
舎

跡
地
整
備
検
討
経
費
（
２

１
０
）
外
。

▽
重
伝
建
地
区
保
存
事

業
（
９
、
５
６
４
）
＝
五

條
新
町
重
伝
建
地
区
内
の

伝
統
的
建
造
物
の
修
理
修

景
等
。

▽
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
（
１
２
、
７
０
１
）。

【
南
部
地
域
の
交
流
拠

点
と
な
る
ま
ち
を
つ
く

る
】▼

新
駅
基
本
構
想
検
討

業
務
委
託
料
（
３
、
１
５

５
）
＝
上
野
公
園
と
シ
ダ

ー
ア
リ
ー
ナ
へ
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
上

野
町
内
に
新
駅
整
備
の
実

現
に
向
け
た
基
本
構
想
案

を
検
討
・
作
成
す
る
。

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

（
１
８
９
、
７
９
０
）
＝

市
道
の
新
設
改
良
を
実
施

①
家
屋
調
査
・
測
量
設
計

業
務
委
託
料
（
２
５
、
０

０
０
）
②
道
路
新
設
改
良

工
事
費
（
市
道
大
津
相
谷

線
、旧
岡
中
線
外
）（
８
１
、

８
０
０
）
③
通
学
路
の
安

全
対
策
舗
装
・
交
通
対
策

工
事
費
等
（
４
３
、
０
０

０
）④
公
有
財
産
購
入
費
・

補
償
費
（
旧
岡
中
線
外
）

（
３
８
、
０
０
０
）
外
。

▽
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

（
２
０
０
、
０
０
０
）
＝

市
内
の
橋
梁
点
検
を
行
う

と
と
も
に
長
寿
命
化
に
向

け
た
補
修
・
補
強
工
事
等

を
実
施
①
橋
梁
点
検
委
託

費
（
８０
橋
）（
５
０
、
０
０

０
）②
橋
梁
修
繕
工
事（
４

橋
）（
１
５
０
、０
０
０
）。

▽
地
区
公
民
館
整
備
事

業
（
４
１
、
２
５
７
）
＝

①
館
内
照
明
取
替
修
繕

（
田
園
・
須
恵
・
牧
野
公

民
館
）（
２
９
、
９
２
４
）

②
空
調
設
備
修
繕
（
二
見

公
民
館
）（
７
、
６
２
６
）

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修
繕

（
須
恵
・
宇
智
公
民
館
）

（
１
、
９
１
０
）
④
ト
イ

レ
洋
式
化
（
田
園
公
民

館
）（
１
、
２
８
７
）
外
。

▽
二
見
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
（
８
、
３

９
１
）
＝
体
育
館
内
照
明

取
替
修
繕
外
。

▽
体
育
館
内
照
明
取
替

修
繕
（
２
０
、
０
９
２
）

＝
田
園
・
北
宇
智
体
育
館
。

【
す
べ
て
の
人
が
社
会

参
加
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
】

▽
公
共
施
設
の
あ
り
方

検
討
事
業（
７
、９
７
２
）

＝
外
部
有
識
者
に
よ
る
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
専
門
的

な
視
点
か
ら
持
続
可
能
で

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
。

▽
西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
改
良
事
業

（
２
、
９
３
９
）。

市
民
交
流
施
設
の
基
本
計
画
策
定
と
設
計

市
民
交
流
施
設
の
基
本
計
画
策
定
と
設
計

新
駅
整
備
の
基
本
構
想
案
検
討・作
成

新
駅
整
備
の
基
本
構
想
案
検
討・作
成

▽
地
域
集
会
所
施
設
整

備
等
の
支
援
（
２
、
８
８

４
）
▼
役
場
庁
舎
の
充
実

（
６
、
９
２
４
）
＝
地
下

重
油
タ
ン
ク
の
補
修
と
職

員
休
憩
室
等
を
改
修
▽
空

き
家
対
策
の
実
施
（
１
６

０
）
▼
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
（
４
、
５
０
０
）

▽
廃
棄
物
の
処
理
（
１
７

０
、
８
６
８
）
▽
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
の
推
進
（
５

５
、
４
８
７
）
▽
震
災
対

策
農
業
水
利
施
設
の
整
備

（
５
７
、
５
６
５
）
＝
耐

震
性
調
査
及
び
豪
雨
耐
性

調
査
の
実
施
。
ま
た
、
井

堰
改
修
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
で
井
堰
の
機
能
を
回

復
し
、
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
を
す
す
め
る
▽
法

隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
・
観
光

自
動
車
駐
車
場
の
管
理
運

営
（
４
６
、
７
５
４
）
▽

道
路
環
境
の
整
備（
６
５
、

７
６
０
）
＝
興
留
踏
切
に

視
覚
障
害
者
誘
導
表
示
を

設
置
▽
平
成
緊
急
内
水
対

策
事
業
の
実
施
（
８
、
２

９
５
）
＝
対
象
河
川
で
あ

る
三
代
川
に
お
け
る
浸
水

常
襲
地
域
等
内
水
被
害
地

区
を
対
象
に
、
必
要
な
貯

留
施
設
等
を
整
備
▼
内
水

浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成

（
９
、
４
０
０
）
▽
県
と

の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
（
２
３
、
３
２

６
）
＝
西
和
医
療
セ
ン
タ

ー
の
移
転
・
再
整
備
に
あ

わ
せ
て
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
▼
法
隆
寺
門
前
広
場

の
整
備
（
９
、
４
６
０
）

▽
歴
史
・
自
然
環
境
の
活

用
＝
視
点
場
（
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
）の
整
備
に
向
け
、

候
補
地
の
地
権
者
の
意
向

確
認
等
を
行
う
▼
公
営
住

宅
の
解
体
撤
去
（
４
、
５

０
０
）
＝
興
留
東
団
地
の

１
棟
を
入
居
者
の
退
去
に

伴
い
解
体
撤
去
▼
史
跡
中

宮
寺
跡
歴
史
公
園
駐
車
場

の
整
備（
７
９
、５
４
２
）

＝
駐
車
場
用
地
の
取
得
▼

安
田
家
住
宅
の
安
全
・
活

用
（
３
５
、
８
６
５
）
＝

▽
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
の

充
実
（
２
２
、
０
０
０
）

＝
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
空

調
設
備
の
一
部
を
更
新
▽

学
童
保
育
室
の
充
実
（
８

５
５
）
＝
斑
鳩
東
学
童
北

保
育
室
の
ト
イ
レ
、
斑
鳩

学
童
南
保
育
室
の
洗
面
台

を
改
修
▽
学
校
施
設
整
備

調
査
の
実
施
（
４
、
６
８

０
）
＝
学
校
施
設
の
適
正

規
模
・
配
置
等
に
関
す
る

方
針
を
定
め
た
「
学
校
施

設
適
正
規
模
等
基
本
構
想

（
案
）」
を
策
定
▽
公
民
館

の
充
実
（
３
、
３
９
９
）

＝
西
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン

取
替
や
中
央
公
民
館
の
屋

上
防
水
改
修
▽
図
書
館
の

充
実
（
８
、
０
０
０
）
＝

空
調
設
備
の
一
部
を
更
新

▽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

充
実
（
１
１
、
０
０
０
）

＝
誘
導
灯
の
改
修
や
移
動

式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の

更
新
。
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凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

自然災害からの復旧・復興工事、防災・減災工事などに従事する建設業のみなさまへ

建災防は、皆様の熱中症予防の
取組を支援しています。

熱中症の予防のために

自然災害関連工事奈良安全衛生支援センター  建設業労働災害防止協会  奈良県支部
〒６３０－８２４１　奈良県奈良市高天町５－１　電話 ０７４２（２２）３３４５　FAX ０７４２（２２）３３４６

みんなで防ごう  熱 中 症
～早めの備えをみんなで実施！～

〇 作業員に安全衛生教育を実施しましょう
〇 緊急時の対応体制を整えましょう
〇 熱中症にならないように　
 　・暑さ指数（WBGT 値）を把握しましょう
 　・把握した指数に応じた適切な対策を講じましょう
〇 もし熱中症が疑われたら
 　・初期症状を把握して対処し、判断に困ったら早めに救急機関に搬送しましょう

　熱中症は、夏季以外の身体が暑熱順化していない
時期でも少なからず発生しています。気候変動の影
響で季節外れの高温になる等によりリスクが高く
なっています。　　
　特に、自然災害からの復旧・復興などの工事に従
事する各管理者及び作業員の方については、その作
業環境を踏まえて、熱中症の予防に十分配慮しま
しょう。各管理者及び作業員への教育や必要な物品
の確保など早めの準備をお願いします。
　建設業労働災害防止協会奈良県支部は、自然災害
に関する復旧・復興などの工事に携わる建設事業者に
対して、現場パトロールや安全衛生教育などの安全衛
生活動を「無料」で支援しています。

　令和５年１年間の建設業における熱中症による労働災害の発生状況は、休業４日以上（死亡を含む。）が２０９人、
うち死亡者数が１２人となっており、休業者数では全産業の約２割、死亡者数では約４割を占めています。災害事
例では、暑さ指数を把握していなかった事例、予防のための安全衛生教育を実施していない事例も多くありました。

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
３
月
１２
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
鴻
ノ
池
運
動
公
園
み

ど
り
の
丘
整
備
工
事
（
法

蓮
佐
保
山
４
丁
目
）
＝
①

タ
イ
キ
②
９
４
４
０
万
２

０
０
０
円
（
予
１
億
１
６

６
３
万
８
０
０
０
円
）
③

長
谷
川
体
育
施
設
、三
和
、

イ
ビ
デ
ン
グ
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
（
辞
退
）、
奥
ア
ン
ツ

ー
カ
（
辞
退
）、
川
田
工

業
（
辞
退
）、熊
谷
組
（
辞

退
）、
ジ
ャ
ク
エ
ツ
（
辞

退
）、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ク
ノ

和
広
（
辞
退
）、
東
急
建

設（
辞
退
）、日
本
道
路（
辞

退
）、
富
士
グ
リ
ー
ン
テ

ッ
ク（
辞
退
）、ピ
ー
エ
ス
・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
辞
退
）、
奈
良
県
緑
化
土

木
協
同
組
合（
未
受
領
）、

き
ん
で
ん
（
未
受
領
）、

コ
ウ
フ
・
フ
ィ
ー
ル
ド（
未

受
領
）、
東
亜
道
路
工
業

（
未
受
領
）、
日
本
体
育
施

設（
未
受
領
）、美
津
濃（
未

受
領
）、
鹿
島
建
設
（
未

受
領
）。

　

▼
さ
く
井
工
事
及
び
ポ

ン
プ
施
設
設
置
工
事
（
八

条
１
丁
目
他
）
＝
①
日
さ

く
②
８
６
４
１
万
円
（
予

１
億
１
１
１
２
万
８
０
０

０
円
）
③
ミ
ズ
ハ
、
河
本

興
業
、
ア
ー
ス
テ
ッ
ク
、

谷
垣
工
業
所
、三
協
工
業
、

オ
ー
テ
ッ
ク
（
辞
退
）、

広
南
水
工
（
辞
退
）、
中

央
ポ
ン
プ
製
作
所
（
辞

退
）、
ド
リ
コ
（
辞
退
）、

原
田
鑿
泉
工
業
所
（
辞

退
）、
森
川
鑿
泉
工
業
所

（
辞
退
）、甲
田
工
業
所（
未

受
領
）。

　
　
（
３
月
１２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
奈
良
市
写
真
美
術
館

内
部
及
び
外
構
改
修
工
事

（
高
畑
町
６
０
０
番
地
の

１
）
＝
①
ア
プ
ロ
ー
チ
住

研
②
６
１
８
万
２
０
０
０

円
（
予
７
７
７
万
円
）。

　

▼
道
路
緊
急
修
繕
工
事

︵
道
修
１
︶︵
市
内
一
円
そ

の
１
︶（
市
内
一
円
）
＝
①

ア
ペ
ッ
ク
ス
建
設
工
業
②

３
９
２
万
４
０
０
０
円

（
予
５
４
７
万
円
）。

　

▼
道
路
緊
急
修
繕
工
事

︵
道
修
３
︶︵
市
内
一
円
そ

の
３
︶（
前
同
）
＝
①
石
田

組
②
３
９
３
万
５
０
０
０

円
（
予
５
４
８
万
６
０
０

０
円
）。

　

▼
舗
装
道
補
修
工
事

︵
舗
補
１
︶︵
西
北
部
地
区

そ
の
１
︶（
前
同
）
＝
①
川

武
②
３
８
０
万
円
（
予
５

１
９
万
９
０
０
０
円
）。

　

▼
樹
木
撤
去
剪
定
業
務

委
託︵
緊
急
︱
01
︶（
前
同
）

＝
①
緑
商
関
西
②
１
２
５

万
円
（
予
１
８
１
万
７
０

０
０
円
）。

県
郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
６
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１２
日
契

約
）

　

▼
文
珠
川
排
水
構
造
物

工
事
︵
事
業
間
連
携
事
業

︵
砂
防
︶
他
︶
29
︱
１
︱

３
他
号
（
生
駒
市
小
倉
寺

町
）
＝
①
伸
陽
建
設
②
６

７
４
万
８
０
０
０
円
（
比

７
４
５
万
４
０
０
０
円
）。

　
　
（
３
月
６
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１２
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
８
号

舗
装
補
修
工
事
︵
臨
時
単

独
舗
装
道
補
修
事
業
︶
２

１
２
︱
11
号
（
斑
鳩
町
龍

田
西
２
丁
目
他
）
＝
①
マ

ル
ジ
ュ
ウ
②
８
０
３
万
円

（
比
９
０
３
万
７
０
０
０

円
）。

　

▼
大
阪
枚
岡
奈
良
線
舗

装
補
修
工
事
︵
臨
時
単
独

舗
装
道
補
修
事
業
︶
２
１

２
︱
14
号
（
生
駒
市
東
生

駒
１
丁
目
他
）
＝
①
青
山

組
②
８
０
３
万
円
（
比
９

０
３
万
７
０
０
０
円
）。

　

▼
奈
良
大
和
郡
山
斑
鳩

線
舗
装
補
修
工
事
︵
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

︵
補
修
︶︶
２
４
１
︱
２
号

（
大
和
郡
山
市
小
泉
町
）

＝
①
マ
ル
ジ
ュ
ウ
②
７
９

９
万
２
０
０
０
円
（
比
８

９
９
万
５
０
０
０
円
）。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
２
月
２８
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１２
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
５
号

舗
装
補
修
工
事
︵︵
臨
単

舗
装
︶︵
舗
装
５
ヵ
年
︶他
︶

４
１
３
︱
４
他
号
（
橿
原

市
縄
手
町
）
＝
①
大
川
組

（
評
価
値
２６
・
３
９
０
）

②
４
１
２
０
万
円
（
比
４

５
５
８
万
９
０
０
０
円
）

③
三
建
工
業
、
吉
井
建

設
、
柳
原
組
、
上
村
組
、

上
香
建
設
、
森
下
組
、
堂

本
組
、
オ
オ
ス
ミ
工
業
、

畠
山
建
設
、
村
本
道
路
、

中
尾
組
（
失
格
）、
福
寿

建
設（
失
格
）、西
岡
組（
失

格
）、
上
田
工
務
店
（
辞

退
）
④
工
事
延
長
１
８
３

㍍
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
１

５
０
０
平
方
㍍
、
路
上
路

盤
再
生
工
８
７
９
平
方

㍍
、
目
地
設
置
工
６
３
６

平
方
㍍
。
設
計
は
エ
イ
テ

ッ
ク
が
担
当
。
工
期
７
月

１８
日
。

　

▼
大
和
郡
山
広
陵
線
舗

装
補
修
工
事
︵︵
臨
単
舗

装
︶︵
舗
装
５
ヵ
年
︶
他
︶

４
１
３
︱
５
他
号
（
川
西

町
吐
田
他
）
＝
①
三
建
工

業（
評
価
値
２７
・
３
２
６
）

②
３
９
６
３
万
５
０
０
０

円
（
比
４
４
０
７
万
５
０

０
０
円
）
③
柳
原
組
、
上

村
組
、中
尾
組
（
失
格
）、

森
下
組
（
失
格
）、
オ
オ

ス
ミ
工
業
（
失
格
）、
上

香
建
設
（
失
格
）、
吉
井

建
設（
失
格
）、堂
本
組（
失

格
）、福
寿
建
設（
失
格
）、

大
川
組
（
無
効
）、
西
岡

組
（
失
格
）、
上
田
工
務

店（
辞
退
）、畠
山
建
設（
辞

退
）、村
本
道
路
（
失
格
）

④
工
事
延
長
２
２
１
㍍
、

切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
２

６
７
５
平
方
㍍
、
防
草
対

策
１
３
４
３
㍍
、
防
草
コ

ン
ク
リ
ー
ト
３
２
０
平
方

㍍
。
設
計
は
シ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
。
工

期
前
同
。

　
　
（
２
月
２８
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１９
日
契

約
予
定
）

　

▼
中
和
幹
線
舗
装
補
修

工
事
︵
臨
単
舗
装
︶︵
舗
装

５
ヵ
年
︶
４
１
３
︱
６
号

（
桜
井
市
東
新
堂
）
＝
①

村
本
道
路
（
評
価
値
５２
・

０
４
７
）
②
２
０
８
５
万

円
（
比
２
３
１
２
万
７
０

０
０
円
）
③
福
寿
建
設
、

上
村
組
、
吉
井
建
設
、
森

下
組
、
柳
原
組
、
上
香
建

設
、堂
本
組
、山
口
建
設
、

中
尾
組
（
辞
退
）、
オ
オ

ス
ミ
工
業
（
失
格
）、
大

川
組
（
辞
退
）、渋
谷
（
辞

退
）、三
建
工
業（
無
効
）、

西
岡
組
（
失
格
）、
上
田

工
務
店
（
辞
退
）、
畠
山

建
設
（
失
格
）
④
工
事
延

長
９２
㍍
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ

工
１
４
３
０
平
方
㍍
、
路

上
路
盤
再
生
工
５
４
０
平

方
㍍
。
設
計
は
太
洋
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
担
当
。

工
期
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
建
設
産
業
課

　
　
（
３
月
１２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
奈
良
春
日
野
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
本
館
受
変
電
設

備
及
び
受
水
槽
改
修
工
事

設
計
業
務
委
︵
設
︶
第
６

︱
25
号
（
奈
良
市
春
日
野

町
）
＝
入
札
者
が
な
し
で

あ
っ
た
た
め
中
止
。

県
水
道
局

　
　
（
２
月
２０
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
２８
日
見

積
り
）

　

▼
奈
良
県
水
道
局
水
道

施
設
運
転
管
理
業
務
委
託

（
大
和
郡
山
市
満
願
寺
町

ほ
か
）
＝
①
ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
明
電

舎
・
栗
田
機
械
製
作
所
Ｊ

Ｖ
②
２７
億
７
８
０
０
万
円

③
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
・
明
電
舎
・
栗
田

機
械
製
作
所
Ｊ
Ｖ
の
み
④

運
転
保
全
業
務
１
式
（
運

転
管
理
業
務
１
式
、
保
全

管
理
業
務
１
式
、
付
帯
業

務
１
式
）、
修
繕
業
務
１

式
、専
門
点
検
業
務
１
式
。

委
託
期
間
１０
年
３
月
３１

日
。県

郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
６
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１２
日
契

約
）

　

▼
芦
川
Ａ
道
路
詳
細
設

計
業
務
︵
防
災
・
安
全
交

付
金
事
業
︵
砂
防
︶︶
21

︱
４
︱
委
︱
３
号
（
大
和

郡
山
市
矢
田
町
）
＝
①
三

栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
②
６

１
４
万
円
（
比
７
６
５
万

円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
阪
神
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
五
洋
設
計
、
イ

ン
テ
コ
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
天
理
技
研
、

ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ノ
ア
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英

晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ア

ル
プ
ス
、ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、

三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
大
和
測
量
設
計
事

務
所
④
道
路
詳
細
設
計

０
・
４８
㌔
㍍
。
委
託
期
間

１０
月
３１
日
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
７
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１３
日
契

約
）

　

▼
寺
川
他
護
岸
擁
壁
詳

細
設
計
委
託
︵
緊
急
自
然

災
害
債
対
象
︵
臨
時
・
特

別
︶︶
Ｃ
︱
４
０
７
︱
委

︱
１
号
（
桜
井
市
南
音
羽

他
）
＝
①
イ
ン
テ
コ
②
５

６
０
万
円
（
比
６
９
７
万

円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
五
洋
設
計
、
三

協
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
天
理
技

研
、
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ノ

ア
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
英
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
ア
ル
プ
ス
、
ウ
ィ
ズ

テ
ッ
ク
、
阪
神
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
三
和
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ト
ッ
プ
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
エ
ル

ア
ッ
プ
（
辞
退
）
④
９
月

３０
日
。

奈
良
地
方
法
務

局
　
　
（
３
月
１１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
７
年
度
奈
良
第

２
法
務
総
合
庁
舎
ほ
か
５

庁
舎
自
家
用
電
気
工
作
物

保
安
管
理
業
務
委
託
＝
①

近
畿
電
気
消
防
保
安
②
１

３
６
万
８
０
０
円
④
８
年

３
月
３１
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
︵
総
合
評
価
落

札
方
式
一
般
競
争
入

札
︿
電
子
入
札
﹀
３

月
12
日
公
告
︶

　

▽
野
尻
山
腹
工
事
（
十

津
川
村
野
尻
）
＝
①
技
術

提
案
書
等
の
提
出
３
月
２７

日
ま
で
（
入
札
書
の
提
出

期
間
４
月
１５
日
～
１８
日
９

時
３０
分
）
②
４
月
１８
日
③

一
般
競
争
参
加
資
格
の
土

木
１
式
工
事
Ａ
等
級
、
Ｂ

等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
の
認

定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

平
成
２１
年
４
月
１
日
～
令

和
６
年
３
月
３１
日
に
元
請

け
と
し
て
完
成
・
引
渡
し

が
完
了
し
た
森
林
土
木
工

事
（
治
山
事
業
に
お
け
る

渓
間
工
事
・
山
腹
工
事
、

林
道
事
業
に
お
け
る
林
道

〈
林
業
専
用
道
を
含
む
〉

新
設
工
事
、
改
良
工
事
及

び
災
害
復
旧
工
事
）
の
同

種
工
事
を
施
工
し
た
実
績

を
有
す
る
こ
と
。
Ｊ
Ｖ
に

あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
構

成
員
が
前
記
の
基
準
を
満

た
す
施
工
実
績
を
有
す
る

こ
と
。
建
設
業
法
に
基
づ

く
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
が
、
県
内
ま
た
は
隣

接
す
る
大
阪
府
内
、
京
都

府
内
、
三
重
県
内
、
和
歌

山
県
内
の
区
域
内
に
所
在

す
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｖ

と
し
て
申
請
書
、
確
認
資

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

︵
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

12
日
公
告
︶

　

▽
主
要
地
方
道
洞
川
下

市
線
道
路
詳
細
設
計
業
務

︵
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
︵
道
路
改
良
︶︵
加
速

化
︶︵
国
補
正
︶
他
︶
第
繰

６
︱
３
︱
Ａ
８
︱
補
︱
委

１
他
号
（
下
市
町
才
谷
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
３
月
２４
日
ま
で
（
入

札
書
及
び
入
札
金
額
の
内

訳
書
の
提
出
期
間
３
月
２８

日
～
４
月
３
日
）
②
４
月

４
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う
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料
及
び
技
術
提
案
書
を
提

出
す
る
場
合
は
、
有
資
格

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
Ｊ
Ｖ
の
本
店
所
在
地

が
、
同
区
域
内
で
あ
る
こ

と
―
な
ど
④
図
書
及
び
仕

様
書
の
と
お
り
。
工
期
８

年
３
月
６
日
⑤
施
工
体
制

確
認
型
。
総
価
契
約
単
価

合
意
方
式
の
対
象
。
技
術

提
案
資
料
等
の
簡
素
化
対

象
。
施
工
困
難
工
事
に
指

定
。
週
休
２
日
化
を
促
進

す
る
試
行
（
発
注
者
指
定

方
式
）。
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
適
用
。

　

▽
坪
内
山
腹
工
事
（
天

川
村
坪
内
）
＝
①
技
術
提

案
書
等
の
提
出
３
月
２７
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

間
４
月
１５
日
～
１８
日
１３
時

３０
分
）
②
前
同
③
前
同
④

図
書
及
び
仕
様
書
の
と
お

り
。
工
期
８
年
１
月
３０
日

⑤
前
同
。

県
中
和
公
園
事
務
所

︵
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

13
日
公
告
︶

　

▽
馬
見
丘
陵
公
園
ス
ス

キ
の
丘
休
憩
施
設
整
備
工

事
︵
補
助
都
市
計
画
公
園

事
業
︵
社
会
資
本
︶︶
第

２
︱
70
︱
Ａ
１
︱
２
号

（
河
合
町
佐
味
田
）
＝
①

入
札
参
加
申
込
書
の
提
出

３
月
２５
日
ま
で
（
入
札

書
・
入
札
金
額
の
内
訳
書

及
び
低
入
札
価
格
調
査
意

向
確
認
書
の
提
出
期
間
３

月
３１
日
～
４
月
４
日
）
②

４
月
１０
日
③
土
木
工
事
業

の
特
定
建
設
業
許
可
。
土

木
１
式
の
登
録
。
Ａ
等
級

（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
除
く
）

及
び
Ｂ
等
級
。
建
設
業
法

に
基
づ
く
土
木
工
事
業
の

許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
県
高
田
土
木
事
務
所
管

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
工

事
延
長
５０
・
９
㍍
、
ガ
ゼ

ボ
１
基
、
ベ
ン
チ
６
基
、

縁
台
３
基
、
透
水
性
平
板

ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
３
５
６
平

方
㍍
。
設
計
は
復
建
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担

当
。
工
期
１０
月
３１
日
⑤
設

３
３
６
１
万
６
０
０
０
円

込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

︵
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

12
日
公
告
︶

　

▽
主
要
地
方
道
洞
川
下

市
線
道
路
詳
細
設
計
業
務

︵
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
︵
道
路
改
良
︶︵
加
速

化
︶︵
国
補
正
︶
他
︶
第
繰

６
︱
３
︱
Ａ
８
︱
補
︱
委

１
他
号
（
下
市
町
才
谷
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
３
月
２４
日
ま
で
（
入

札
書
及
び
入
札
金
額
の
内

訳
書
の
提
出
期
間
３
月
２８

日
～
４
月
３
日
）
②
４
月

４
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
「
道
路
」
か
つ
「
鋼
構

造
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

部
門
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
。
県
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
（
県
に
対
す
る
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
も
の
に
限
る
）
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
道
路
詳

細
設
計
０
・
２４
㌔
㍍
、
一

般
構
造
物
詳
細
設
計
１

式
。
委
託
期
間
９
月
３０
日

⑤
予
１
３
０
４
万
６
０
０

０
円
込
、
調
１
０
４
８
万

３
０
０
０
円
込
。

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
︵
一
般
競
争
入

札
︿
持
参
ま
た
は
電

子
入
札
﹀
３
月
12
日

公
告
︶

　

▽
令
和
７
年
度
第
一
次

収
穫
調
査
業
務
委
託
（
高

取
山
）
＝
①
証
明
書
類
の

提
出
４
月
１０
日
ま
で
（
入

札
期
間
４
月
１１
日
～
１４
日

１４
時
２５
分
）
②
４
月
１４
日

③
農
林
水
産
省
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

の
役
務
の
提
供
等（
調
査
・

研
究
）
を
有
す
る
者
―
な

ど
④
皆
伐
（
予
定
面
積

２０
・
０４
㌶
、
予
定
材
積
１

万
１
５
０
４
立
方
㍍
）、

立
木
販
売（
分
収
育
林
）。

委
託
期
間
９
月
３０
日
⑤
労

務
単
価
の
適
用
事
業
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

三
郷
町

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
令
和
７
年
度
ご
み
中

継
施
設
管
理
運
営
業
務

（
三
郷
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

内
）
＝
指
名
は
ア
イ
テ
ッ

ク
、
近
畿
工
業
、
虹
技
、

三
広
工
業
、
島
井
組
プ
ラ

ン
ト
、
奈
良
テ
ク
ノ
サ
ー

ビ
ス
、
三
重
中
央
開
発
の

７
者
。
予
３
４
９
８
万
２

２
０
０
円
込
、
最
低
制
限

価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
ご
み
中

継
施
設
環
境
測
定
業
務

（
三
郷
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

＝
指
名
は
エ
ヌ
エ
ス
環

境
、
タ
ツ
タ
環
境
分
析
セ

ン
タ
ー
、
日
本
検
査
理
化

学
試
験
セ
ン
タ
ー
、
野
村

興
産
ヤ
マ
ト
環
境
セ
ン
タ

ー
、
日
吉
の
５
者
。
予
２

８
９
万
３
０
０
０
円
込
、

最
低
制
限
価
格
は
設
定
な

し
。

　

▽
令
和
７
年
度
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
場
及
び
城
山

台
ポ
ン
プ
場
等
維
持
管
理

業
務（
立
野
北
１
丁
目
他
）

＝
指
名
は
浅
野
ア
タ
カ
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、
フ

ァ
ノ
バ
、
ア
ク
ア
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
５
者
。
予
５

２
３
万
６
０
０
０
円
込
、

最
低
制
限
価
格
は
設
定
な

し
。

　

▽
令
和
７
年
度
立
野
汚

水
中
継
ポ
ン
プ
場
維
持
管

理
業
務（
立
野
南
３
丁
目
）

＝
指
名
は
前
同
。
予
５
３

４
万
６
０
０
０
円
込
、
最

低
制
限
価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
三
郷
町

役
場
庁
舎
清
掃
業
務
（
三

郷
町
役
場
）
＝
指
名
は
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
大
都
美

装
興
業
、天
理
建
物
管
理
、

奈
良
ビ
ケ
ン
、
ホ
ー
プ
、

み
さ
と
、
ア
ス
カ
美
装
の

７
者
。
予
５
３
７
万
２
０

０
円
込
、
最
低
制
限
価
格

は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
清
掃
業
務

（
三
郷
町
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
）
＝
指
名
は
前
同
。

予
４
５
７
万
８
２
０
０
円

込
、
最
低
制
限
価
格
は
設

定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
図
書
館

清
掃
業
務
（
勢
野
西
１
丁

目
４
―
４
〈
三
郷
町
立
図

書
館
〉）＝
指
名
は
前
同
。

予
１
１
８
２
万
２
８
０
０

円
込
、
最
低
制
限
価
格
は

設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
図
書
館

施
設
環
境
衛
生
管
理
業
務

（
前
同
）
＝
指
名
は
Ｋ
Ｂ

Ｓ
、
シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、

大
都
美
装
興
業
、
奈
良
ビ

ケ
ン
、
ホ
ー
プ
の
５
者
。

予
１
３
４
万
９
７
０
０
円

込
、
最
低
制
限
価
格
は
設

定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
勢
野
地

域
し
尿
処
理
場
維
持
管
理

業
務
（
勢
野
東
４
丁
目
）

＝
指
名
は
Ｉ
Ｅ
Ｍ
、
浅
野

ア
タ
カ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
カ
ン
キ

ョ
ウ
、フ
ァ
ノ
バ
の
５
者
。

予
１
２
１
万
２
２
０
０
円

込
、
最
低
制
限
価
格
は
設

定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
椿
井
処

理
場
等
維
持
管
理
業
務

（
東
信
貴
ヶ
丘
３
丁
目
、

平
群
町
北
信
貴
ヶ
丘
１
丁

目
）
＝
指
名
は
浅
野
ア
タ

カ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
、
環
境
衛
生
水

処
理
セ
ン
タ
ー
、
誠
起
、

ア
ク
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
５
者
。
予
１
４
２
万
５

６
０
０
円
込
、
最
低
制
限

価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
南
畑
地

域
し
尿
処
理
場
等
維
持
管

理
業
務
（
信
貴
山
西
１
丁

目
、平
群
町
大
字
信
貴
山
）

＝
指
名
は
浅
野
ア
タ
カ
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、
世

界
産
業
、
フ
ァ
ノ
バ
の
５

者
。
予
１
６
６
万
１
０
０

０
円
込
、
最
低
制
限
価
格

は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
排
水
処

理
施
設
管
理
業
務
（
三
郷

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
）
＝
指
名
は
浅
野
ア
タ

カ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
、
環
境
衛
生
水

処
理
セ
ン
タ
ー
、
ザ
・
モ

ー
ト
ル
ポ
ン
プ
、
新
世
紀

建
工
、
誠
起
の
６
者
。
予

９９
万
８
８
０
０
円
込
、
最

低
制
限
価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
中
学
校

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
点
検

業
務
（
立
野
北
１
丁
目
３

番
１
号〈
三
郷
中
学
校
〉）

＝
指
名
は
近
畿
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
関
西
、

南
都
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
阪

神
管
理
サ
ー
ビ
ス
、
三
菱

電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
、
東
洋
テ
ッ
ク
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
６
者
。
予
５９

万
４
０
０
０
円
込
、
最
低

制
限
価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
中
学
校

電
気
工
作
物
保
安
業
務

（
前
同
）
＝
指
名
は
江
森

電
気
設
備
管
理
事
務
所
、

近
畿
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
谷

口
電
気
設
備
管
理
事
務

所
、
柳
澤
電
気
設
備
管
理

事
務
所
、
川
東
電
気
設
備

管
理
事
務
所
の
５
者
。
予

５９
万
４
０
０
０
円
込
、
最

低
制
限
価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
間
伐
材

等
処
分
搬
送
業
務
（
三
郷

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設

内
）＝
指
名
は
大
栄
環
境
、

大
和
産
業
環
境
社
、
藤
野

興
業
、
三
重
中
央
開
発
、

ヤ
マ
ト
産
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
５
者
。
予
３
万

３
０
０
０
円
込
、
最
低
制

限
価
格
は
設
定
な
し
。

　

▽
令
和
７
年
度
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
運
搬
及
び
再

生
処
理
業
務
（
前
同
）
＝

指
名
は
前
同
。
予
７
万
１

５
０
０
円
込
、
最
低
制
限

価
格
は
設
定
な
し
。

三
郷
町
水
道
課

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
令
和
７
年
度
配
水
管

設
計
業
務
︵
単
価
︶
委
託

協
定
（
町
全
域
）
＝
指
名

は
國
年
上
下
水
道
設
計
、

セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、
西
日

本
設
計
、
日
本
水
工
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
不
二
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
５

者
。
予
７
９
６
４
円
込
、

最
低
制
限
価
格
は
設
定
な

し
。

外観イメージパース外観イメージパース

　

㈱
フ
ク
ダ
不
動
産
（
橿
原
市
新
賀
町

５
―
３
―
３１
、福
田
文
彦
代
表
取
締
役
）

は
、
橿
原
市
新
賀
町
２
１
０
―
１
他
３

筆
に
計
画
し
て
い
た
新
築
店
舗
併
用
住

宅
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
八
木
」
の
建
設
工
事
を
こ
の
ほ
ど
、

中
村
建
設
（
奈
良
市
三
条
大
路
）
の
施

工
で
着
工
し
た
。
設
計
監
理
は
フ
ク
ダ

不
動
産
一
級
建
築
士
事
務
所
が
担
当
。

　

敷
地
面
積
８
８
７
・
７１
平
方
㍍
に
Ｒ

Ｃ
造
５
階
建
、
建
築
面
積
３
２
６
・
５２

平
方
㍍
、
延
床
面
積
１
２
６
７
・
０１
平

方
㍍
の
規
模
。
国
道
２４
号
沿
い
、
近
鉄

大
和
八
木
駅
徒
歩
９
分
の
好
立
地
。

　

間
取
り
は
店
舗
２
戸
、事
務
所
２
戸
、

住
戸
１６
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

８
タ
イ
プ
）、駐
車
場
３５
台（
平
面
１７
台
、

機
械
式
１８
台
）
な
ど
を
整
備
す
る
。

　

令
和
８
年
３
月
の
竣
工
を
目
指
し
、

同
４
月
の
入
居
を
予
定
し
て
い
る
。

（
疋
田
）

令
和
８
年
３
月
の
完
成
予
定

令
和
８
年
３
月
の
完
成
予
定

フクダ不動産

中
村
建
設
で
着
工　

Ｒ
Ｃ
５
階
建

中
村
建
設
で
着
工　

Ｒ
Ｃ
５
階
建

店
舗
併
用
住
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

店
舗
併
用
住
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2025年（令和７年）３月18日（火）



　吉野土木事務所管内エリアは、県南東部の山間地域を管轄し源流域として紀の川
（吉野川）が下り、大自然と歴史的風土に恵まれた風光明媚な地域である。一方で
急峻な地形で多雨地帯でもある事から、土砂崩れや水害などの自然災害にしばしば
見舞われてきた。令和５年１２月に発生した国道１６９号下北山池原地内の崩土災害に
おいては、応急復旧工事により令和６年６月末に仮桟橋を整備し約半年に及ぶ通行
止めを解消。現在、国の権限代行でトンネル整備が進められるなど、「命の道」を守
る災害に強いインフラ整備は重要課題の一つである。道路事業では、国道３０９号
西原工区や上池原下桑原線深瀬工区、高野天川線山西工区、洞川下市線で道路改
良、国道１６９号や中奥白川渡線で法面対策、高野天川線坪内～南日裏工区で地山
補強土、国道４２５号でトンネル補修、上桑原（ニ）で急傾斜地崩壊対策を促進する
ほか、橋梁の長寿命化も継続して推進する。河川関係では、紀の川本川（下市町新
住）や丹生川、高見川で護岸整備や橋台整備、黒滝川で橋梁下部工、象の川で堰堤
補修など、自然災害防止対策や砂防メンテナンスを始めとした整備事業を進めてい
る。新年度も一丸となって必要性と優先性が高い事業をその効果や緊急性を踏まえ
た上で、南部地域の復興と発展に向けた防災・減災対策などに取り組んでいく方針
だ。ここに紹介する事業（写真）は、今年度の主要事業である。

主要地方道高野天川線　山西工区　道路改良工事（防災・安全交付金事業（道路改良））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
98
ｍ
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
カ
ル
バ
ー

ト
工
Ｌ
＝
３
ｍ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工
Ａ

＝
２
２
３
㎡

施工：株式会社 植田土建
　　　　　 代表取締役　植田　真広

吉野郡天川村大字洞川542－1
　TEL0747－64－0735

高見川　護岸工事（緊急自然災害防止対策事業債対象事業（臨時・特別））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
５3
ｍ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
A
＝
２
７
２
㎡
、
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
工
N
＝

２
０
０
個
、
小
口
止
工
N
＝
１
箇
所

施工：株式会社 ダイシン
　　　　　 代表取締役　和田　茂樹

吉野郡吉野町平尾42－2（Kビル）
　TEL0746－34－3377

一般国道309号　西原工区　道路改良工事（軽量盛土工事）（防災・安全交付金事業（南部・東部））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
93
・
７
ｍ
、
軽
量
盛
土
工
Ｌ
＝

２3
・
５
ｍ
、
場
所
打
擁
壁
工
（
重
力
式
擁
壁
）
Ｌ

＝
39
ｍ

施工：株式会社 森下組
　　　　代表取締役　森下　秀城

吉野郡大淀町桧垣本1589
　TEL0747－52－3535

ザザ・・土土木木ＰＰＨＨＯＯＴＴＯＯ土土木木 特特集集事事業業 Vol. 7

供　用　予　定　箇　所

供用予定
年度 路 線 名 箇 所 名 事業

延長（ｍ）
供用済
延長（ｍ）

供用予定
延長（ｍ）

R7 一般国道309号 西原工区（16工区）
　吉野郡上北山村西原 90 0 90

（完成供用）

西原工区における幅員狭小区間を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R8 主要地方道
　大峯山公園線

蛇之倉工区
　天川村洞川 700 0 340

（部分供用）

蛇之倉地区における幅員狭小区間を解消し、安全で円滑な通行及び歩行者の安全性を確保します。

Ｒ7年度 供用予定

幅員が狭く、見通しの悪い箇所の拡幅により、上北山村から天川村に至る区間の上北山村

西原地区において、安全でスムーズな通行が確保され、世界遺産である大峯奥駈道へのア

クセス性向上を図ります。

事業区間

延長・幅員 L=90m W=5.0m （1.5車線）

一般国道３０９号 西原工区（１６工区）
に し は ら

吉野郡上北山村西原
にしはら

整備後のイメージ

位置図

お お み ね お く が け み ちに し は ら

奈良県道路網図（Ｒ３ＪＨｓ６３２）を転載R7供用（事業延長）
L=90m

309

169

天川村

至 川上村

上北山村

至 下北山村

5.0m

4.0m 0.5m0.5m

一般
国
道
4
2
5
号
　
白
谷
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事（
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業（
国
道
ト
ン
ネ
ル
補
修
））

施
工
：
北
山・森
下
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
９
５
５ｍ
、成
型
版
接
着
工
Ａ
＝
９
５
６
㎡
、

裏
込
め
注
入
工
Ｖ
＝
５
６
１
㎥

安全・安心安全・安心    良質な土木技術が築くインフラ良質な土木技術が築くインフラ

株式会社 北山工業
　　　　　

株式会社 森下組
　　　　　

吉野郡大淀町桧垣本1589
　TEL0747－52－3535

吉野郡下北山村上池原637－1
　TEL07468－5－2132
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主要地方道高野天川線　坪内～南日裏工区　地山補強土工事（防災・安全交付金事業（南部・東部））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
18
ｍ
、
地
山
補
強
土
Ａ
＝
１
２
９

㎡

施工：株式会社 森下組
　　　　代表取締役　森下　秀城

吉野郡大淀町桧垣本1589
　TEL0747－52－3535

上桑原（二）　急傾斜地崩壊対策工事（防災・安全交付金事業（急傾斜））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
40
ｍ
、
場
所
打
擁
壁
工
（
重
力
式

擁
壁
）
Ｌ
＝
30
ｍ

施工：株式会社 田中建設
　　　　　　代表取締役　田中　耕二

吉野郡下北山村浦向397
　TEL07468－6－0418

象の川　堰堤補修工事（砂防メンテナンス事業（砂防））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
２６
m
、
主
堤
腹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー

ト
Ｖ
＝
５
９
１
㎥
、
垂
直
壁
工
Ｖ
＝
８５
㎥
、
側
壁

工
Ｖ
＝
１
２
５
㎥
、
水
叩
工
Ｖ
＝
１
３
６
㎥

施工：株式会社 上田工務店
　　　　　　代表取締役　上田　秀幸

吉野郡吉野町宮滝272－3
　TEL0746－32－8700

一般国道169号　法面対策工事（道路災害復旧事業他）
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
25
ｍ
、
鉄
筋
挿
入
工
Ｎ
＝
１
１
５

本
、
吹
付
法
枠
工
Ａ
＝
２
３
２
㎡
、
落
石
防
護
柵
工

Ｌ
＝
24
ｍ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
Ｎ
＝
16
本施工：株式会社 山村組

　　　　　　代表取締役　山村　真数
吉野郡吉野町丹治201－3
　TEL0746－32－2175

丹生川　橋台工事（緊急自然災害防止対策事業債対象事業（臨時・特別））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
16
・
３
ｍ
、
橋
台
工
（
逆
Ｔ
式
、

直
接
基
礎
）
Ｎ
＝
１
基
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
工
Ａ
＝
75
㎡

施工：株式会社 吉井組
　　　　　　　　

吉野郡下市町下市63
　TEL0747－52－2137

　平素より吉野土木事務所の業務に対し、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　国道１６９号（下北山村上池原）の崩土災害では、令和５年12月から約半年にわたり国道
が通行止めとなっておりましたが、６月末に仮桟橋による一般交通を開放することができまし
た。本復旧は国の権限代行による災害復旧事業が決定し、トンネル整備が進められます。国
土交通省と連携し、災害復旧事業への協力を積極的に進めてまいります。また、４月の国道
１６９号（上北山村西原）、国道４２５号（下北山村大瀬）での崩土・落石による通行止めや１０
月の県道中奥白川渡線（川上村中奥）の路肩決壊による集落孤立化については、速やかな復
旧に向け全力で取り組みました。これからも地域にとって不可欠な「命の道」を守るため、管
内各路線において、道路法面の災害防除対策、橋梁・トンネル等のインフラメンテナンスや舗
装補修など、着実な維持管理に努めます。

　道路改良事業では、天川村洞川の県道大峯山公園線、下市町伃邑の洞川下市線、上北山村小橡の大台河合線で部分供用
いたしました。上北山村西原の国道３０９号（16工区）は令和７年度に供用する見込みです。引き続き、下市町内の五條吉野
線の阿知賀バイパス工事や、下北山村内の上池原下桑原線の深瀬バイパス工事、天川村内の高野天川線などの道路拡幅工事
を推進してまいります。
　河川事業では、紀の川本川の下市町新住や阿知賀、丹生川・高見川において護岸整備を進めております。また、紀の川本川
の大淀町下渕や吉野町六田・菜摘・南大野でも設計、用地買収を進めているところです。
　砂防関係事業では、砂防堰堤、急傾斜地崩壊対策施設等のハード整備に加え、土砂災害警戒区域等の見直しなどのソフト
対策も進めてまいります。
　近年頻発する台風や局地的な集中豪雨に対し、日頃から防災・減災対策を進める必要があります。また、令和６年８月には
南海トラフ地震臨時情報が初めて発表され、南海トラフ地震がいつ発生してもおかしくないとの認識を新たにしたところです。
　令和７年度も管内の安全・安心な社会資本の整備推進に努めてまいります。引き続き、地域の皆様をはじめ、関係各位のご
指導、ご協力をお願い申し上げます。

吉野土木事務所
〒639-3111　吉野郡吉野町上市2150-1
TEL0746-32-4051　FAX0746-32-0436

〈主要事業〉
■一般国道１６９号　法面対策工事
■一般国道３０９号　西原工区　道路改良工事
■一般国道４２５号　白谷トンネル補修工事
■一般県道上池原下桑原線　深瀬工区　道路改良工事
■一般県道中奥白川渡線　法面対策工事
■主要地方道高野天川線　山西工区　道路改良工事
■主要地方道高野天川線　坪内～南日裏工区　地山補強土工事
■主要地方道洞川下市線　道路改良工事
■上桑原（ニ）　急傾斜地崩壊対策工事
■高見川　護岸工事
■黒滝川　橋梁下部工事
■象の川　堰堤補修工事
■丹生川　橋台工事

県吉野土木事務所
所長 植田芳弘

災害に強い強靭なインフラ整備を推進災害に強い強靭なインフラ整備を推進 令和6年度

事業特集

一般県道上池原下桑原線　深瀬工区　道路改良工事（防災・安全交付金事業（南部・東部））
・�
工
事
延
長
Ｌ
＝
２
６
５
ｍ
、
橋
台
工
（
逆
Ｔ
式
、

直
接
基
礎
）
Ｎ
＝
１
基
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
Ａ

＝
３
２
５
㎡
、
補
強
土
壁
工
Ａ
＝
２
１
４
㎡

施工：株式会社 北山工業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

吉野郡下北山村上池原637－1
　TEL07468－5－2132
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桜井市大泉の現場桜井市大泉の現場

桜井市大福の現場桜井市大福の現場

職種別の状況（原数値）

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

0.2

配　　管　　工

△ 0.8△ 0.3

0.90.4

0.3

1.8

3.2

△ 0.1

△ 0.4

△ 3.6

1.7

型わく工（建築）

今月過不足率 前月過不足率

△ 1.7

△ 1.2

0.2

△ 1.6

６　職　種　計

0.5

0.60.6 0.0

0.8

△ 2.3

1.1

2.0

1.5 0.6

3.3

2.6

△ 0.4

0.9 0.9

0.5

鉄筋工（建築）

左　　　官

0.3

と　　び　　工

鉄筋工（土木）

0.9

0.4

前年同月過不足率対前月増減

0.2型わく工（土木）

△ 0.5

△ 0.2

0.9

0.0

0.4

0.5

対前年増減

0.6 0.08　職　種　計

電　　　工

0.9

△ 0.5

0.6

0.7

1.6 △ 1.0

出発前に安全対策の徹底を誓う出発前に安全対策の徹底を誓う

国
土
交
通
省
は
、
１
月

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
総
着
工
戸
数
は
全
国

で
５
万
６
１
３
４
戸
（
前

年
同
月
比
４
・
６
％
減
）

と
な
り
、
９
ヵ
月
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。

利
用
関
係
別
の
戸
数
は

▽
持
家
１
万
３
５
２
５
戸

（
８
・
６
％
減
）▽
貸
家
２

万
４
３
８
７
戸
（
１
・
２

％
減
）
▽
分
譲
住
宅
１
万

７
８
９
９
戸
（
マ
ン
シ
ョ

ン
９
０
５
１
戸
、
一
戸
建

住
宅
８
７
１
５
戸
）（
６
・

０
％
減
）
―
と
な
っ
た
。

持
家
は
民
間
資
金
に
よ

る
も
の
が
減
少
し
、
公
的

資
金
に
よ
る
も
の
も
減
少

し
た
た
め
、
持
家
全
体
で

４
ヵ
月
ぶ
り
の
減
少
と
な

っ
た
。
貸
家
は
公
的
資
金

に
よ
る
も
の
は
増
加
し
た

が
、
民
間
資
金
に
よ
る
も

国
土
交
通
省
は
、
建
設

労
働
需
給
調
査
結
果
（
１

月
調
査
）
を
さ
き
ご
ろ
公

表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国

奈
良
県
中
和
建
設
業
協

会
（
中
尾
隆
成
会
長
）
は

２
月
２７
日
午
後
、
奈
良
労

働
局
桜
井
労
働
基
準
監
督

署
と
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
部
中
和
土
木
事
務

所
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、

管
内
工
事
現
場
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

年
度
末
の
安
全
対
策
を
強
化

年
度
末
の
安
全
対
策
を
強
化

安全パトロールを実施安全パトロールを実施
奈良県中和建設業協会奈良県中和建設業協会

奈
良
県
は
総
着
工
戸
数
３
２
１
戸

奈
良
県
は
総
着
工
戸
数
３
２
１
戸

前
年
同
月
比

前
年
同
月
比
４3４3
・
３
％
増

・
３
％
増

１
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

１
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

国 交 省

８職種全体で０・６％の不足８職種全体で０・６％の不足

型枠工（建築）で過剰型枠工（建築）で過剰

国交省の建 設 労 働 需 給 調 査１月国 交 省の建 設 労 働 需 給 調 査１月

の
過
不
足
率
の
状
況
（
原

数
値
）
は
、
８
職
種
全
体

で
０
・
６
％
の
不
足
。
１２

月
の
０
・
６
％
の
不
足
と

比
べ
同
水
準
。型
枠
工（
建

築
）
で
過
剰
、
そ
の
他
の

職
種
で
不
足
と
な
っ
て
い

る
。型

枠
工
（
土
木
）
の
過

不
足
率
は
前
年
の
０
・
６

％
か
ら
１
・
７
％
に
増
加

幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

一
方
、
型
枠
工
（
建
築
）

の
過
不
足
率
に
つ
い
て

は
、
前
年
の
３
・
３
％
か

ら
０
・
３
％
に
減
少
幅
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今

後
８
職
種
全
体
で「
普
通
」

と
な
る
見
通
し
。

地
域
別
で
は
奈
良
県
を

含
む
近
畿
地
域
の
８
職
種

の
過
不
足
率
は
前
月
と
比

較
し
て
横
ば
い
。
ま
た
、

前
年
同
月
の
過
不
足
率

０
・
３
％
と
比
較
し
て
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て

い
る
。

調
査
は
、
建
設
業
法
上

の
許
可
を
受
け
た
法
人
企

業
（
資
本
金
３
０
０
万
円

以
上
）
で
、
調
査
対
象
職

種
の
労
働
者
を
直
用
す
る

建
設
業
者
の
う
ち
約
３
０

０
０
社
が
対
象
。
８
職
種

は
型
枠
工
（
土
木
）、
型

枠
工
（
建
築
）、
左
官
、

と
び
工
、鉄
筋
工（
土
木
）、

鉄
筋
工
（
建
築
）、電
工
、

配
管
工
。

の
が
減
少
し
た
た
め
、
貸

家
全
体
で
減
少
と
な
っ
た
。

分
譲
住
宅
は
マ
ン
シ
ョ
ン

が
増
加
し
た
が
、
一
戸
建

住
宅
が
減
少
し
た
た
め
、

分
譲
住
宅
全
体
で
９
ヵ
月

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

奈
良
県
の
総
着
工
戸
数

は
３
２
１
戸
（
４３
・
３
％

増
）。
こ
の
う
ち
▽
持
家

１
２
８
戸（
２
・
３
％
減
）

▽
貸
家
１
０
０
戸
（
２
１

２
・
５
％
増
）
▽
分
譲
住

宅
９３
戸
（
一
戸
建
住
宅
９３

戸
）（
５５
・
０
％
増
）
―
と

な
っ
た
。

作
業
現
場
の
状
況
や
安
全

衛
生
管
理
体
制
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
事
に
よ
り
、
労
働

災
害
を
未
然
に
防
止
し
協

会
員
個
々
の
安
全
衛
生
対

策
の
向
上
、
無
事
故
無
災

害
の
現
場
づ
く
り
を
促
進

す
る
も
の
。

今
回
の
現
場
パ
ト
ロ
ー

ル
に
は
、
桜
井
労
働
基
準

監
督
署
か
ら
鈴
木
達
也
監

督
官
と
中
和
土
木
事
務
所

か
ら
渡
邉
義
明
所
長
、
𠮷

田
和
博
主
幹
、
中
山
善
隆

計
画
調
整
課
長
、
木
村
武

史
工
務
課
長
ら
７
名
が
参

加
。
協
会
か
ら
は
中
尾
会

長
、
松
田
充
玄
、
関
將
之

両
副
会
長
含
む
役
員
な
ど

６
名
が
参
加
し
協
会
会
館

を
出
発
。
桜
井
市
大
泉
の

「
大
和
川
護
岸
工
事
（
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
推
進
事
業
（
河
川
改

修
））第
１
―
２
―
１
号
」

と
同
市
大
福
の
「
寺
川
橋

梁
下
部
工
事
（
特
定
都
市

河
川
（
河
川
改
修
）
他
）

第
２
―
２
―
３
他
号
」
の

２
現
場
を
視
察
し
た
。

現
場
で
は
作
業
責
任
者

か
ら
工
事
概
要
の
説
明
を

受
け
、
作
業
状
況
や
現
場

環
境
、
機
械
設
備
、
資
材

置
場
な
ど
の
安
全
衛
生
対

策
や
整
理
整
頓
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

安
全
衛
生
へ
の
意
識
の
高

揚
と
更
な
る
安
全
対
策
へ

の
取
り
組
み
を
促
し
た
後
、

協
会
会
館
に
戻
り
講
評
を

行
っ
た
。

同
協
会
は
、
労
働
災
害

防
止
対
策
や
地
域
貢
献
な

ど
を
事
業
計
画
の
柱
と
し

て
掲
げ
、
現
場
パ
ト
ロ
ー

ル
や
各
種
技
能
講
習
、
安

全
衛
生
教
育
な
ど
を
重
点

項
目
と
位
置
づ
け
て
会
員

の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （８）2025年（令和７年）３月18日（火）

何なりとご相談ください。

マシンコントロール　 マシンガイダンス
　　　　　　転圧管理システム

情報化施工のことなら！情報化施工のことなら！

https://www.daiki-net.jp 大 紀

／本 社 奈良県吉野郡下市町原谷４－１ ＴＥＬ０７４７－５２－０８５１
／大淀営業所 奈良県吉野郡大淀町芦原５８５－８ ＴＥＬ０７４７－５２－７７００
／飛鳥テクノセンター 奈良県高市郡高取町大字観覚寺701
／橿原営業所 奈良県橿原市久米町620－12 ＴＥＬ０７４４－２８－０８５４

（レンタカー）


